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一 般 質 問一 般 質 問 一 問 一 答

に
す
べ
き
で
は
。

答　

ま
っ
た
く
の
流
言
飛

語
で
あ
る
。
震
災
・
原
発

事
故
に
対
す
る
苦
し
紛
れ

の
八
つ
当
た
り
的
言
動
の

一
つ
だ
。
震
災
後
50
日
間

市
役
所
で
寝
食
し
、
本
市

の
立
直
し
の
み
を
考
え
て

お
り
天
地
神
明
に
誓
い
あ

り
得
な
い
こ
と
だ
。

問　

公
共
交
通
網
の
不
便

さ
解
消
に
つ
い
て
次
の
こ

と
を
再
度
伺
う
。

①
福
島
―
原
町
間
路
線
バ

ス
を
鹿
島
発
と
し
、
全

市
民
無
料
と
す
る
こ
と
。

問　

発
災
当
時
３
月
16

日
、
20
㌔
圏
避
難
者
に
ヨ

ウ
素
剤
服
用
指
示
文
書
が

来
て
い
る
は
ず
だ
が
。

答　

大
混
乱
だ
っ
た
中
で

あ
り
、
調
査
は
す
る
。

問　

特
定
避
難
勧
奨
地
点

解
除
前
に
避
難
す
る
か
ど

う
か
、
地
域
の
個
人
線
量

計
デ
ー
タ
地
図
を
つ
く
っ

て
避
難
継
続
か
帰
還
を
決

め
さ
せ
る
べ
き
で
は
。

答　

デ
ー
タ
を
活
用
し
、

マ
ッ
プ
は
作
り
た
い
。

問　

将
来
の
参
考
に
、チ
ェ

ル
ノ
ブ
イ
リ
に
視
察
に
行

②
国
道
６
号
線
の
避
難
困
難

区
域
を
全
市
民
無
許
可
通

行
可
能
と
す
る
こ
と
。

答　

無
料
化
は
厳
し
い
。

鹿
島
始
発
の
バ
ス
運
行
の

可
能
性
に
つ
い
て
現
在
関

係
機
関
と
協
議
中
。
避
難

困
難
区
域
の
通
過
は
申
込

み
を
す
れ
ば
全
市
民
対
応

可
な
の
で
、
今
の
制
度
の

ま
ま
と
し
た
い
。

く
べ
き
と
思
う
。
山
林
除

染
も
し
な
い
南
相
馬
市

は
、
現
地
視
察
を
行
う
べ

き
。
市
長
に
伺
う
。

答　

機
会
が
あ
っ
た
が
、

多
忙
の
た
め
、
職
員
を
派

遣
し
た
。

西 　

銑
治 

議
員

大
山 

弘
一 

議
員

問　

市
長
と
し
て
こ
の
四

年
間
ど
の
よ
う
な
取
り
組

み
を
し
て
、
ど
ん
な
実
績

を
残
し
て
来
た
か
の
自
己

評
価
と
総
括
内
容
を
伺
う
。

答　

公
約
し
た
市
民
主

役
の
「
ま
ち
づ
く
り
」
を

進
め
、
㈱
南
相
馬
市
役
所

と
し
て
、
顧
客
優
先
の
考

え
で
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を

図
っ
て
き
た
。
目
標
50
回

の
地
域
懇
談
会
を
60
回

以
上
を
実
施
、
市
民
の
声

を
反
映
し
た
と
自
負
で
き

る
。

　

ま
た
職
員
の
意
識
改
革

と
行
財
政
改
革
に
も
取
り

組
み
、
ま
た
市
長
室
で
情

報
公
開
に
努
め
る
と
共
に

未
曽
有
の
震
災
、
原
発
事

故
か
ら
の
復
興
の
た
め
、

誠
心
誠
意
全
力
で
取
り
組

ん
で
き
た
。

問　

震
災
後
、
市
長
は
北

海
道
に
土
地
と
か
別
荘
を

購
入
し
、
安
住
の
地
を
得

た
と
の
噂
で
あ
る
が
真
実

の
ほ
ど
を
市
民
に
明
ら
か

問　

前
議
会
で
調
べ
る
と

言
っ
た
約
束
が
果
た
さ
れ

て
い
な
い
。「
大
地
震
・
大

津
波
を
予
期
し
て
い
て
教

え
な
か
っ
た
」
文
科
省
へ

の
抗
議
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

平
成
23
年
３
月
３
日

に
電
力
事
業
者
と
の
情
報

交
換
会
を
開
催
。
震
災
の

た
め
、
改
定
案
を
11
月
25

日
に
公
表
し
て
い
る
。

問　

何
れ
、
周
知
の
事
実

を
避
難
に
活
か
さ
な
か
っ

た
の
は
、
否
定
で
き
な

い
。
情
報
を
知
り
な
が

ら
、
原
発
３
社
だ
け
に
教

え
て
お
い
て
、
被
災
地
に

伝
え
ず
、
東
北
地
方
太
平

洋
沿
岸
で
約
２
万
人
の
津

波
死
者
を
出
し
た
こ
と
や

放
射
能
災
害
の
責
任
の
一

端
は
、
政
府
、
文
部
科
学

省
も
東
電
も
免
れ
な
い
。

責
任
追
及
す
る
考
え
が
あ

る
か
伺
う
。

答　

関
係
す
る
自
治
体
等

へ
の
説
明
を
予
定
し
て
い

た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

市
長
の
政
治
姿
勢
は

市
長
の
政
治
姿
勢
は

ど
う
だ
っ
た
の

ど
う
だ
っ
た
の

市
民
の
命
と
財
産
を

市
民
の
命
と
財
産
を

守
る
の
が
仕
事

守
る
の
が
仕
事

質問を終えて
　人の口に戸は立てられない
と言うが、真実を知り流言飛
語を払拭できて良かった！

質問を終えて
　チェルノブイリ事故当時子
供だった女性の甲状腺癌が多
発。来年は４年目、注意が必
要！

そ
の
他
の
質
問

❶ 

沿
岸
部
の
防
潮
堤
、
防

災
林
整
備
の
促
進

❷ 

牛
島
地
区
災
害
廃
棄
物

処
理
の
早
期
推
進

❸ 

奇
跡
の
一
本
松
保
存
と

松
く
い
虫
対
策

そ
の
他
の
質
問

❶ 

原
発
被
曝
者
の
救
済

を
！

❷ 

生
活
の
中
の
汚
染
拡
大

「
衣
類
被
曝
」

❸ 

市
立
病
院
ヨ
ウ
素
剤
服

用
問
題

震災前の真野川漁港

『除染後の勧奨地点・室内0.59μSv～』

一
般
質
問
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議員のつぶやき
未

待たれる市街地除染

り
が
と
う
」
の
感
謝
の
気

持
が
必
要
と
考
え
る
が
市

長
の
見
解
を
伺
う
。

答　

事
に
当
た
る
に
、
人

と
の
信
頼
関
係
を
つ
く
る

こ
と
が
何
よ
り
と
思
っ
て

い
る
。
し
っ
か
り
と
あ
い

さ
つ
の
で
き
る
関
係
を
つ

く
り
上
げ
る
こ
と
が
大
切

と
考
え
て
い
る
。

問　

高
齢
者
の
安
心
は
心

身
と
も
に
健
康
で
あ
る
こ

と
、
ま
た
経
済
的
に
も
安

心
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

問　

市
街
地
の
除
染
の
遅

れ
に
つ
い
て
９
月
議
会
一

般
質
問
の
中
で
質
し
て
い

る
が
、
３
ヶ
月
過
ぎ
た
現

時
点
で
ど
の
よ
う
な
状
況

か
。
市
街
地
の
除
染
は
い

つ
ま
で
に
完
了
す
る
の
か

伺
う
。

答　

仮
置
き
場
の
安
全
性

を
丁
寧
に
説
明
し
、
理
解

を
得
な
が
ら
グ
リ
ー
ン

パ
ー
ク
を
仮
置
き
場
と
し

て
除
染
を
進
め
た
い
。
市

街
地
を
含
め
た
東
側
の
除

染
に
つ
い
て
は
、
線
量
に

応
じ
た
除
染
の
方
法
等
今

検
討
し
て
い
る
。
国
と
も

協
議
し
て
い
る
。
除
染
実

施
計
画
の
見
直
し
を
も
現

在
進
め
て
い
る
。
も
う
少

し
時
間
が
必
要
で
あ
る
。

問　

南
相
馬
市
長
は
社

長
、
職
員
は
社
員
、
市
民

は
お
客
様
の
意
識
を
も
っ

て
真
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

実
行
す
る
と
あ
る
が
、
民

間
企
業
を
経
営
す
る
心
得

は
法
律
も
大
事
だ
が
、「
あ

市
長
の

市
長
の

政
治
姿
勢
に
つ
い
て

政
治
姿
勢
に
つ
い
て

い
。
見
守
り
、
介
護
等
に

つ
い
て
市
長
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
伺
う
。

答　

健
康
づ
く
り
、
疾
病

予
防
、
歯
科
保
健
の
推

進
、
こ
の
３
点
を
展
開
す

る
と
と
も
に
、
一
人
暮
ら

し
の
高
齢
者
へ
の
訪
問
活

動
と
高
齢
者
へ
の
適
切
な

在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と

見
守
り
を
実
施
す
る
。

質問を終えて
　本市の高齢化33％の
現状から、高齢者への確
実な安心政策必要であり
ます。

そ
の
他
の
質
問

❶ 

子
供
が
伸
び
伸
び
と
遊

ぶ
こ
と
の
で
き
る
施
策

❷ 

子
供
が
伸
び
伸
び
と
学

ぶ
た
め
の
施
策

❸ 

働
い
て
復
興
・
発
展
す

る
生
活
再
建
へ
の
施
策

水
井 
清
光 

議
員

荒
木
千
恵
子 

議
員

新設された小規模多機能ホーム「さくら」
（原町区上太田）

甲
状
腺
検
査
の

甲
状
腺
検
査
の

受
診
体
制
の
強
化
を

受
診
体
制
の
強
化
を

議員のつぶやき
未

別
事
情
は
把
握
し
て
い
な

い
。甲

状
腺
の
毎
年
検
査

市
実
施
の
体
制
は

問　

県
は
、
来
年
４
月
か

ら
甲
状
腺
の
本
格
検
査
と

位
置
づ
け
、
20
歳
未
満
の

２
年
に
１
度
の
検
査
方
針

を
打
ち
出
し
て
い
る
。

　

３
月
議
会
で
私
は
、「
毎

年
の
検
査
が
必
要
で
あ

り
、
県
に
求
め
る
と
と
も

に
、
市
が
補
完
体
制
を
と

る
べ
き
」
と
質
問
し
た
。

　

市
で
も
検
査
す
る
と
し

た
答
弁
に
基
づ
き
、
計
画

は
ど
う
進
め
て
い
る
の

か
。

答　

県
は
２
年
毎
の
検

査
方
針
で
、
本
市
は
来
年

度
検
査
が
予
定
さ
れ
て
い

る
。

　

県
の
検
査
が
な
い
平
成

27
年
度
に
、
南
相
馬
市
独

自
に
検
査
を
実
施
す
る
予

定
と
し
た
。
医
師
体
制
な

ど
、
検
査
実
施
体
制
の
整

備
を
進
め
て
い
る
。

問　

18
才
以
下
の
子
供
を

対
象
と
す
る
県
民
健
康
管

理
調
査
の
甲
状
腺
検
査

は
、
１
次
検
査
を
来
年
３

月
ま
で
に
終
え
る
予
定

だ
。

　

昨
年
11
月
か
ら
県
外
の

検
査
機
関
で
も
受
診
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
特

に
県
外
避
難
者
の
受
診
率

が
低
い
。
実
態
把
握
と
、

受
診
で
き
な
か
っ
た
子
供

へ
の
フ
ォ
ロ
ー
体
制
を
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。

答　

未
受
診
者
へ
の
フ
ォ

ロ
ー
は
、
県
が
直
接
個
々

人
に
受
診
勧
奨
を
行
い
、

受
診
率
の
向
上
に
努
め
て

い
る
。

問　

３
年
も
経
つ
の
に
、

100
％
で
は
な
い
。
未
受
診

の
理
由
、
要
因
を
ど
う
と

ら
え
て
い
る
の
か
。

答　

県
外
で
の
受
診
体
制

が
整
備
途
中
に
あ
る
。
整

備
を
図
る
事
が
急
務
だ
。

　

市
で
は
、
個
々
人
の
個

質問を終えて
　甲状腺検査は、南相馬
市の子どもたちが、どこ
にいても受けられるよう
にしたい‼

そ
の
他
の
質
問

❶ 

甲
状
腺
２
次
検
査
の
フ
ォ

ロ
ー
体
制
は

❷ 

２
次
検
査
後
の
再
診
フ
ォ

ロ
ー
体
制
は

❸ 

介
護
分
野
の
人
材
確
保

の
支
援
策
は

一
般
質
問


